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今日も結婚できないよ…

出会いが無い友達いない仕事も無い
お金が無い若者いないそんな時代に

結婚するだなんて人生最後の墓場
そう言い聞かせた日もあった

恋の花を咲かせよう
キミはまだ輝けるはず

婚活戦隊ウレノコレンジャー
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「にゃぁぁぁ！婚活戦隊ウレノコレンジャーは最高にかっこいいにゃ！」
「おいすー」
「いらっしゃいませご主人様！あっそのクソメガネは
未々子に5000兆円貢いだサブカルクソオタクのこはるにゃん！」
「おいすー」
「未々子婚活しよっかなーって！」
「んぼ！？んぼぼぼばぼぼ！？」
「拙者…ついに春がきたでござる〜！      」

オタクだけが集まるという　伝説のパーティー求めて
リア充なんてやばたにえん　無理無理無理むりちゃづけ
婚活サイトに登録　素敵な出会いまだかにゃ？？

　「えーと、 メイド喫茶に勤務しており…」 

　「ん？男の娘かにゃ？」

　「年収は53万円」

　「めっちゃ少ないにゃ！！頼りにならないにゃ！」

　「趣味はアニメ鑑賞とネットゲーム」

　「もうちょっと大人っぽい趣味がいいにゃぁ…」

　「将来の夢は紐になりたい」

　「そんなの絶対嫌にゃああああああ！！！」

　「今はあなたのプロフィールを確認しているのですが…」

　「にゃ？？？にゃんだってーーーー！？！？」

愛という名の見えないもの探し
二次元に飛び込みたい （勝手に入ってくるにゃ〜！）
赤い糸で結ばれてるキミ求め
左腕が疼いてきた… （病院行ったほうがいいにゃ！）

震える手、 交わる指…　
シャンプー飲みたい禁断症状ー！！ （台無しにゃ…）

次のお相手は石油王 （自称） です。
そのため、 面接が必要です。

「にゃ！？面接なんてじゃがりこ面接しかやったことないにゃ！！」
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未々子面接〜♪
これから拙者が言うシチュエーションに合わせて
「あい」 って言ってくだしんっふぉぉぉカヌポウ！行くでござる！！

「嬉しくて」 「あい」
「悲しくて」 「あい」
「怒ってて」 「ミーはみみごにゃんぢゃないにゃ！！」
「喧嘩して」 「もう怒ったにゃ！！」
「眠たくて」

「ねんねしたいよー(っ＞ω＜c)☆.° ねんねーーー(っ＞ω＜c)☆.°
ねんねねんねねんねねんね(っ＞ω＜c)☆.°
ねんねがしたいの(っ＞ω＜c)☆.°ウーーー(っ＞ω＜c)☆.°WOOOOO
(っ＞ω＜c)☆.°ねんっ！！ね！！！ねんねさせてくれねんね！！」
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「私が石油王です。」

「石油王にゃん、 ご趣味は何かにゃ？」
「んふぉおおおお114514年ぶりにオナゴとおしゃべりしたでござる！」
「もしかして、 拙者に気があるのでは・ ・ ・！？！？」
「イナゴ？未々子は虫じゃないにゃ （怒）」

恋という名の儚いもの探し
机の中に無かった〜（あるワケないにゃ！）
白い馬に乗った王子様求め
5歳まで馬に育てられた （半分ウマにゃ！アホにゃの！？）
艷やかな口唇に…
シャンプー入れたい禁断症状ー！！ （勝手に飲んでろにゃ！！）
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はぁ、 もう婚活疲れたにゃ…

　「だれかにゃ？？」
　「ジャジャン！！」
　「見て下さいこのシャンプー！パンパンですよ！！」
  （えー！？えー！？えー！？）
　「凄いにゃー！！全然違うにゃ！！」
　「空けてみたいでしょ！？」
　「みたいにゃー！！」
　「行きますよ！せーのっ！」

シャンプー 「くぁwせdrftgyふじこ lp」

　「あーーー！シャンプーの音ーー！！」

吹き荒ぶシャンプーの音の中…
走馬灯のように未々子の脳裏に浮かんだのは
仲間たちの笑顔だった…

思い出したにゃ…
未々子には…沢山の推しがいるにゃ…

誰かに一人に愛情を注ぐより、 この未々子の愛は
未々子推しのみんなを笑顔にするためにあるんだにゃ！！！

待ってて欲しいにゃ！
未々子は世界一のにゃんこ系アイドルになりますにゃ！！
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アイドルと言う夢を与える者
幻想のように儚く
推しというファンに背中を押されて
ずっと歌い続けるから

震える手、 交わる指…
もう迷うものは何もない

君がここに居てくれること

o3. 未々子の婚活オタク最前線


